
 

第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 令和元年度第１回武蔵村山市都市計画審議会 

開 催 日 時 令和２年１月２８日（火） 午後２時～午後３時５分 

開 催 場 所 市役所３階３０１会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：田代委員（会長職務代理者）、金子委員、周郷委員、細岡委員、

三浦委員、岡田委員、土田委員、宮﨑委員、鈴木委員、籾山委

員、石黒委員、前田委員 

欠席者：比留間会長、田中委員、木村委員 

事務局：都市整備部長、都市計画課長、都市計画課係長（計画係）、同課

係長（沿線まちづくり係）、同課技師（計画係）、同課主事（計

画係） 

議 題 

議題１：立川都市計画地区計画都市核地区地区計画の変更について（武蔵

村山市決定） 

議題２：立川都市計画地区計画新青梅街道沿道第四地区地区計画の決定に

ついて（武蔵村山市決定） 

議題３：立川都市計画用途地域の変更について（武蔵村山市決定） 

議題４：立川都市計画高度地区の変更について（武蔵村山市決定） 

議題５：立川都市計画防火地域及び準防火地域の変更について（武蔵村山

市決定） 

議題６：立川都市計画生産緑地地区の変更について（武蔵村山市決定） 

報 告 事 項 

報告事項１：東京における都市計画道路の在り方に関する基本方針につい    

     て 

報告事項２：武蔵村山市特定生産緑地指定基準（案）について 

結 論 
 

議題１：諮問のとおり決定することを適当と認め、原案のとおり答申する

こととした。 

議題２：諮問のとおり決定することを適当と認め、原案のとおり答申する

こととした。 

議題３：諮問のとおり決定することを適当と認め、原案のとおり答申する

こととした。 

議題４：諮問のとおり決定することを適当と認め、原案のとおり答申する

こととした。 

議題５：諮問のとおり決定することを適当と認め、原案のとおり答申する

こととした。 

議題６：諮問のとおり決定することを適当と認め、原案のとおり答申する

こととした。 

審 議 経 過 

(発言者) 

◎印＝職務代理 

○印＝委員 

●印＝事務局 

議題１：立川都市計画地区計画都市核地区地区計画の変更について（武蔵

村山市決定） 

【事務局説明】 

 ● 資料に基づき議題について説明。＜説明省略＞ 

【質疑・意見等】 

○ 特になし。 

◎ 委員全員の賛成により、議題１「立川都市計画地区計画都市核地区



 

地区計画の変更について（武蔵村山市決定）」は、案のとおり決定

し、答申内容について事務局案のとおり決定する。 

 

議題２：立川都市計画地区計画新青梅街道沿道第四地区地区計画の決定に

ついて（武蔵村山市決定） 

議題３：立川都市計画用途地域の変更について（武蔵村山市決定） 

議題４：立川都市計画高度地区の変更について（武蔵村山市決定） 

議題５：立川都市計画防火地域及び準防火地域の変更について（武蔵村山 

市決定） 

 ※ 議題２、議題３、議題４及び議題５を一括審議 

【事務局説明】 

 ● 資料に基づき議題について説明。＜説明省略＞ 

【質疑・意見等】 

○ 特になし。 

◎ 委員全員の賛成により、議題２「立川都市計画地区計画新青梅街道

沿道第四地区地区計画の決定について（武蔵村山市決定）」、議題３

「立川都市計画用途地域の変更について（武蔵村山市決定）」、議題

４「立川都市計画高度地区の変更について（武蔵村山市決定）」及び

議題５「立川都市計画防火地域及び準防火地域の変更について（武蔵

村山市決定）」は、案のとおり決定し、答申内容について事務局案の

とおり決定する。 

 

議題６：立川都市計画生産緑地地区の変更について（武蔵村山市決定） 

【事務局説明】 

● 資料に基づき議題について説明。＜説明省略＞ 

【質疑・意見等】 

○ 特になし。 

◎ 委員全員の賛成により、議題６「立川都市計画生産緑地地区の変更

について（武蔵村山市決定）」は、案のとおり決定し、答申内容につ

いて事務局案のとおり決定する。 

 

報告事項１：東京における都市計画道路の在り方に関する基本方針につい       

     て 

【事務局説明】 

● 東京都、特別区及び２６市２町が協働で、優先整備路線等を除く未

着手の都市計画道路の在り方に関し調査、検討を行い、令和元年１１

月に「東京における都市計画道路の在り方に関する基本方針」を策定

したので概要を報告する。（資料に基づき説明） 

なお、本市においては、各都市計画道路の計画内容を東京都ととも

に検証した結果、都市計画変更を行う路線はない。 

【質疑・意見等】 

○ 特になし。 

 

 



 

 

報告事項２：武蔵村山市特定生産緑地指定基準（案）について 

【事務局説明】 

● 平成２９年５月に生産緑地法が改正され、生産緑地を保全する新た

な仕組みとして、特定生産緑地制度が創設された。 

本市では、令和４年に指定から３０年を経過する生産緑地に関して

は、令和２年度から令和４年度まで、年度ごとに指定申請を受け付

け、都市計画審議会での意見聴取及び指定の公示等を行う予定であ

る。 

また、特定生産緑地の指定に当たり、特定生産緑地指定基準（案）

を取りまとめたので、その概要を説明する。（資料に基づき説明） 

【質疑・意見等】 

○ 特になし。 

 
その他：今後の審議予定について 

【事務局説明】 

 ● 令和２年度は、生産緑地地区の変更、申請のあった特定生産緑地の指定

及び多摩部１９都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の改定

（区域マスタープラン）について付議する予定である。この他に新規の案

件がある場合は、内容がまとまり次第付議する。 

 

以上 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：  ３  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 都市整備部 都市計画課（内線：２７２・２７４・２７７） 

 

 


